
観光客マナー 

 

北陸新幹線開業から多くの観光客、特に海外からの観光客が多く金沢に訪れています。 

私の家の近所には、西茶屋街や寺町寺院群と全国展開するホテルがあるために、海外から

の多くの観光客と出会います。 

北陸新幹線開業前とは比較もできない位の賑わいです。 

さて、海外からの観光客の増加とともに話題になっていことのひとつに、観光客のマナー

がありました。 

文化の違いがあり、良い悪いの判断は難しいが、近所で出会う海外からの観光客のマナー

について気がついたことがあります。 

先日、交差点で歩行者信号の緑の点滅が始まったときのことです。 

近所に住んでいる私たちは、点滅から赤になったら慌てて走って渡ることもあるのですが、

その場にいた海外の観光客は、しっかり止まり、次の緑信号を待っていました。 

たまたまのことかもしれないが、赤信号でも大勢で渡ってしまうようなことが見当たらな

いように感じています。 

従来から、観光客のマナーについてはいろいろ話題になっていました。しかし、世界中か

らの情報から、自分たちの振る舞いの評価や世界的なスタンダードなマナーについての学

習が進んでいるのかもしれません。これも必ず出はないのですが、大勢で大声を出してし

ゃべるようなことも減ってきているように感じています。 

それに伴い、我々、地元に住む者の振る舞いを考えなくてはならないのではないか、と思

う場面があります。 

例えば、私の町会のゴミステーションは、多くの観光客が地図を広げて歩く場所にありま

す。分別ができていなかったり、収集日でないのにゴミを出したりして回収されずに置き

去りになり、カラスがゴミをまき散らすこともありました。そのような場面を観光客が見

たらどのように思うか・・・。ゴミ当番ではないからといってほっておくのではなく、さ

りげなく片付ける行動も小さなおもてなしかもしれません。 

今回は、金沢を訪れる観光客について話題であるが、実は、自分たち観光客を迎える立場

の日頃を振り返る絶好のチャンスではないかと思いました。 

 


